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A. 研究目的

本研究では、診療放射線技師、臨床検査

技師、臨床工学技士、視能訓練士、言語聴

覚士の実働数を把握した上で、医療施設

での需給の今後の見通しを推計すること、

さらに医師の働き方改革の推進にともな

い、医師からのタスク・シフト/シェアに

資する受け手側の基礎資料の一助となる

推計式の構築と資料の提案を目的とした。

具体的には、各職能団体の現状認識と将

来のタスク・シフト/シェアも見据えて、

研究班との協議の上で将来の需給バラン

スの想定シナリオを作成した。

B. 研究方法

昨年度、本研究にて構築したリアルワ

ールドデータである厚生労働省のレセプ

ト情報・特定健診等情報データベース NDB

オープンデータの入院・外来検査件数の

総数を用いて将来の業務予測を行う推計

式から算定し、各医療職の推計を用いた。

供給については、厚生労働省の国家試験

合格発表や過去の国家試験合格者数を基

に免許取得者数を整理した男女別の新規

免許取得者数を使用するなどし、60 歳以

降の就業割合を 0 とすることで定年退職

を反映させた就業者数の推計を実施した。

職能団体から提出された資料を基に、そ

の意向を踏まえつつ調整を行い、幾つか

の需給バランスについて推計したものを

職能団体に提示した。最終的には、各職能

団体の代表または理事会などとの協議を

経て、需給バランスとなる交差点の想定

シナリオを決定した。需給の推計に係る

各医療職からの情報提供資料および需要

と供給の詳細な推計方法については、昨

年度と同様である。以下に記す。 

（１）実態把握職種及び需要供給項目

①診療放射線技師

� 職種内分野領域別の供給推計（X 線、

CT、MRI、超音波、マンモグラフィ、そ

の他等）

� タスク・シフト/シェアの受け側として

の潜在許容推計

②臨床検査技師

� 職種内分野領域別の供給推計（生理学

的検査、検体検査、微生物学的検査、

病理学的検査、遺伝子検査、その他等）

� タスク・シフト/シェア受け側としての

潜在許容推計

③臨床工学技士

� 職種内分野領域別の供給推計（器具保

守管理、呼吸、代謝、循環、その他等）

� タスク・シフト/シェア受け側としての

潜在許容推計

④言語聴覚士

� 職種内分野領域別の供給推計（摂食・

嚥下、成人言語・認知、発声・発語、

聴覚、その他等）

� タスク・シフト/シェア受け側としての

潜在許容推計

⑤視能訓練士

� 職種内分野領域別の供給推計

� タスク・シフト/シェア受け側としての

潜在許容推計

（１）医療関係職種からの情報提供資料

①診療放射線技師

（情報提供元）

公益社団法人 日本診療放射線技師会

（情報提供データ）

� 免許発行者の性年齢分布

� 性年齢階級別の現在医療に従事してい

る者の割合

� 性年齢階級別の医療従事場所（病院・

診療所等）の割合
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②臨床検査技師 

（情報提供元） 

一般社団法人 日本臨床衛生検査技師会 

（情報提供データ） 

� 会員における免許取得状況 

� 会員における性年齢分布 

 

③臨床工学技士 

（情報提供元） 

公益社団法人 日本臨床工学技士会 

（情報提供データ） 

� 会員における性年齢分布 

 

④言語聴覚士 

（情報提供元） 

一般社団法人 日本言語聴覚士協会 

（情報提供データ） 

� 会員における性年齢分布 

 

⑤視能訓練士 

（情報提供元） 

公益社団法人 日本視能訓練士協会 

（情報提供データ） 

� 会員における受験者数・合格者数・合

格率 

 
（２）推計⽅法 

①過去の需要（画像検査件数）の推移 

診療放射線技師の職務である過去の

画像検査件数の推移を把握するために

厚生労働省の社会医療診療行為別統計

を用いた。2009年〜2018年のデータか

ら画像検査のみを抽出し、単純撮影系

、Computed Tomography (CT)、

Magnetic Resonance Imaging (MRI)、 

Radio Isotope (RI)、透視検査系の5つ

のモダリティに分類した検査件数の推

移を観察した。抽出する診療報酬点数

項目名や分類については、画像検査に

関連するコード11)12)を過去に改訂され

た分も含め網羅的に収集し、臨床経験

も踏まえて決定した。 

2018年のモダリティ別件数を1として

年度ごとの推移を分析した。過去から

現在までの画像検査件数の推移として

は、集計を行なった2009年から2018年

の期間内で透視検査系を除いた4つのモ

ダリティで増加傾向にあった。2018年

の画像検査件数を基準として2009年の

画像検査件数を比較すると、単純撮影

系0.80、CT 0.67、MRI 0.77、RI 0.78

、透視検査系 1.68、平均 0.94であっ

た（図１）。 

 

②将来の需要（検査件数）の推計方法 

将来の需要（検査件数）は、一人当

たりの検査件数と性年齢別人口の推計

である将来人口の推計を掛け合わせる

将来の検査件数を算出した。 

 

 

 

一人当たりの検査件数は以下の式か

ら算出した。 
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図1. 過去の画像検査件数の推移（2018年基準 相対値） 

③需給バランス

需給バランスを作成において、昨年度

の研究成果の診療照射線技師の分析結果

をもとに、各職能団体と研究班の協議の

上でモダリティ別の重み付けは需要推計

には考慮しないことを決定した。 

C. 研究結果

診療放射線技師の職務である画像検査

件数について、2018 年の国民一人当たり

の年間の男女別の画像検査数の結果を示

す（図２）。男性では、55 歳から 59 歳で

1件を超え、65 歳から 69 歳で 2件、75 歳 

から 79 歳で 3件を超えていた。20歳か

ら 54歳まではほぼ傾きに差はない。55 歳

から 59 歳を超えると 10 歳年齢が上がる

ごとに約 1件増えるペースである。 
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図 2. 2018年の国民一人当たりの年間の男女別の画像検査数 

需給バランスについて、職能団体との

協議の結果、いくつかのシナリオを想定

した結果を以下に示す。 

① 診療放射線技師

モダリティ別の業務量を重みつけなし

2018 年に需要=1:供給=0.8（図 3-a）、需

要=1:供給=0.8 としモダリティ別の業務

量を重みつけあり（図 3-b）について推計

すると将来の需給バランスはモダリティ

別の業務量を重みつけあり・なし共に

2041 年頃に供給過剰と推計された。モダ

リティ別の業務量の係数は単純撮影系＝

1、CT＝3、MRI＝5、RI＝4、透視検査系＝

8と設定し、今回用いた各モダリティの係

数は臨床現場の技師複数名に聞き取りを

行った値の平均値を採用した。 

経済協力開発機構（OECD Organization 

for Economic Co-operation and Devel-

opment）の 2020 年のデータによると、本

邦の CT 機器台数は国民 100 万人あたり

116 人と世界一位で 2021年時点では世界

二位のオーストラリア 69人を大きく引き

離している（図 4-a）。1,000 人あたりの

CT画像検査数は米国の 270.5 人についで

230.8と世界 2位である（図 4-b）。また、

MRI 機器の台数も国民 100 万人あたり

57.4人と世界一となっとり、2021年時点

で MRI機器台数第２位の米国の 38人より

も保有台数は 1.5 倍ほど多い。以上のこ

とから、本邦における画像検査数は過剰

ではないかとの見方もあり、昨今では施

設間での CT/MRI機器の共同利用について

も検討されているところである。 

このような状況も鑑み、診療放射線技

師の将来の需給バランスを想定した。

2018 年に需要=1:供給=1（図 5-a）、需要

=1.1:供給=1 と想定すると、2028 年頃に

需給バランスは交差（図 5-b）、需要=1.1:

供給=0.9 と想定すると 2038 年頃に交差

（図 5-c）すると推計された。

診療放射線技師の将来の需給バランス

は、おおよそ 2028 年頃から 2038 年頃に

供給過剰と推計された。 
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図 3-a. 診療放射線技師の将来の需給バランス-モダリティ別の業務量を重みつけなし

（需要=1:供給=0.8） 

図 3-b. 診療放射線技師の将来の需給バランス-モダリティ別の業務量を重みつけあり

（需要=1:供給=0.8） 
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図 4-a 各国の 100万人あたりの CT機器台数 

（https://data.oecd.org/healtheqt/computed-tomography-ct-scanners.htmより作成） 

 

 
図 4-b 各国の 1,000人あたりの CT 検査数 

（https://data.oecd.org/healthcare/computed-tomography-ct-exams.htm より作成） 
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図 5-a 診療放射線技師の将来の需給バランス（需要=1:供給=1） 

 

 

図 5-b 診療放射線技師の将来の需給バランス（需要=1.1:供給=1） 
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図 5-c診療放射線技師の将来の需給バランス（需要=1.1:供給=0.9） 

② 臨床検査技師

臨床検査技師の将来の需給バランスは、

2018 年の需要=1:供給=0.6 と想定すると

2037 年頃に交差（図 6-a）、需要=1:供給

=0.65と想定すると 2033年頃に交差（図

6-b）、需要=1:供給=0.7（図 6-c）では 2031

年頃に交差する結果と推計された。 

臨床検査技師の将来の需給バランスは、

おおよそ 2031年頃から 2037 年頃に供給

過剰と推計された。 

③ 臨床工学技士

臨床工学技士の将来の需給バランスは、

2018年の需要=1:供給=0.5は2034年頃に

交差（図 7-a）、需要=1:供給=0.55は 2032

年頃に交差（図 7-b）、需要=1:供給=0.6（図

7-c）は 2030 年頃に交差する結果と推計

された。臨床工学技士の将来の需給バラ

ンスは、おおよそ 2030 年頃から 2034 年

頃には供給過剰になると推計された。 

④言語聴覚士

言語聴覚士の将来の需給バランスは、

2018年の需要=1:供給=0.6は2036年頃に

交差（図 8-a）、需要=1:供給=0.65（図 8-

b）は 2033年頃に交差する、需要=1:供給

=0.7（図 8-c）は 2030 年頃に交差する結

果と推計された。言語聴覚士の将来の需

給バランスは、おおよそ 2030 年頃から

2036 年頃には供給過剰になると推計さ

れた。 

⑤視能訓練士

視能訓練士の将来の需給バランスは、

2018年の需要=1:供給=0.6は2038年頃に

交差（図 9-a）、需要=1:供給=0.65（図 9-

b）は2035年頃に交差需要=1:供給=0.7（図

9-c）は 2032 年頃に交差する結果と推計

された。視能訓練士の将来の需給バラン

スは、おおよそ 2032 年頃から 2038 年頃

に供給過剰になると推計された。

2-9

OAOXC
テキスト ボックス
本研究は、一定の仮定のもと、医療施設に限定した入院・外来検査件数から医療関係職種（診療放射線技師、臨床検査技師、臨床工学技士、視能訓練士、言語聴覚士）の需給推計を算出しており、他の分野における需要や検査以外は一切考慮されていないことから、後述する本研究結果をこれら職種の本質的な需給推計として扱うことには限界があることに十分留意が必要である。




図 6-a 臨床検査技師の将来の需給バランス（需要=1:供給=0.6） 

図 6-b 臨床検査技師の将来の需給バランス（需要=1:供給=0.65） 
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図 6-c 臨床検査技師の将来の需給バランス（需要=1:供給=0.7） 

図 7-a 臨床工学技士の将来の需給バランス（需要=1:供給=0.5） 
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図 7-b 臨床工学技士の将来の需給バランス（需要=1:供給=0.55） 

図 7-c 臨床工学技士の将来の需給バランス（需要=1:供給=0.6） 
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図 8-a 言語聴覚士の将来の需給バランス（需要=1:供給=0.6） 

図 8-b 言語聴覚士の将来の需給バランス（需要=1:供給=0.65） 
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図 8-c 言語聴覚士の将来の需給バランス（需要=1:供給=0.7） 

図 9-a 視能訓練士の将来の需給バランス（需要=1:供給=0.6） 

2-14

OAOXC
テキスト ボックス
本研究は、一定の仮定のもと、医療施設に限定した入院・外来検査件数から医療関係職種（診療放射線技師、臨床検査技師、臨床工学技士、視能訓練士、言語聴覚士）の需給推計を算出しており、他の分野における需要や検査以外は一切考慮されていないことから、後述する本研究結果をこれら職種の本質的な需給推計として扱うことには限界があることに十分留意が必要である。


OAOXC
テキスト ボックス
本研究は、一定の仮定のもと、医療施設に限定した入院・外来検査件数から医療関係職種（診療放射線技師、臨床検査技師、臨床工学技士、視能訓練士、言語聴覚士）の需給推計を算出しており、他の分野における需要や検査以外は一切考慮されていないことから、後述する本研究結果をこれら職種の本質的な需給推計として扱うことには限界があることに十分留意が必要である。




図 9-b 視能訓練士の将来の需給バランス（需要=1:供給=0.65） 

図 9-c 視能訓練士の将来の需給バランス（需要=1:供給=0.7） 
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D. 考察

本研究における需給バランスの推計に

関して、診療放射線技師については、モダ

リティ別の業務量を重みつけなし・あり

について推計した結果、人口動態に大き

く影響を受けることから、他職種につい

ては、モダリティ別の業務量を重みつけ

は考慮しなかった。2018 年の国家資格合

格者を基本とし、人口動態における年齢

分布や平均寿命を加味し、2018 年の需要

を 1 とした時の供給の数値によって推計

した。将来の需給については、法令改正後

の業務量は加味していないことなど不確

定要素は大きい。そのため、各医療職とも

に需給バランスの決定には、各職能団体

の協議に基づいて提出された数値をもっ

て、本研究班で開発した需給推計式にて

算出した。

厚生労働省は市町村などが運営する公

立病院と日本赤十社などが運営する公的

病院の 25%超に当たる全国 424 の病院に

ついて「再編統合について特に議論が必

要」とする分析をまとめ公表している。こ

の分析は、2017 年時点の全国の公立・公

的病院のうち人口 100 万人以上の区域に

位置する病院を除いた 1455病院の実績の

結果である。当初の予定では、2025 年ま

でに他の病院への統廃合や病床数の削減、

診療機能の縮小などを2025年までに行う

予定であったが、新型コロナウイルス感

染症の拡散により本政策は滞っている。

今後、この病院再編が進められると医療

職の需要は減少につながり、本研究班の

示唆した需給バランスの交差よりも早い

時期に供給過多の状況に至る可能性はあ

る。  

本研究はリアルワールドデータを用い

た将来の各職種の業務の需給の動向から

タスク・シフト/シェアについて将来設計

を図ることを可能とした。検査件数や技

師・技士数の推計のみでは論じきれない

部分は多々ある。しかし、医療職の将来の

状況を把握する上で保険診療の悉皆調査

である NDB を用いたことで、日本全体の

実態を掴むことができたため本研究成果

は有用であると考える。現状から需要・供

給に関する将来の状況を見据えて各職種

の業務について検討した上で、タスクシ

フトを含め今後のあり方をさらに整理し

ていく必要がある。 

E. 結論

医療需要（検査件数）については、各医

療職ともに現在より 2030年頃までは増加

し、それ以降は減少に転ずると推察され

た。医療供給については、各医療職ともに

増加傾向と推察された。およそ 15年後は

労働力不足という事態というよりは供給

過多の時代を迎えている可能性も示唆さ

れた。よって、医師の働き方改革における

タスクシフトの業務拡大は可能と考える。 
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